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平面 に対 して,頬 舌的に45°,90°,135°となる
5kgfの静的荷重 を付与 し線形静解析 を行った。
【結　果】45°荷重時でモデルAに対 してモデルB
では,歯 根膜部外面に接する皮質骨部の要素に発
生 した相当応力の合計が皮質骨部で約14%減少,
海綿骨部で約56%減少 した。モデルCとDではモ
デルAに 対 して,皮 質骨部でそれぞれ約10%と約
23%の増加,海 綿骨部で約44%と約39%減少 と
なり,モ デルBよ り増大 した。モデルAとBの比
較では,上 部構造によるインプラン トと天然歯と
の連結により,天然歯周囲骨の応力値の低下が確
認 され た。 また,モ デルCとD,特 にモデルDで
はPOMの応用 により,応 力値の低下 を回避 でき
ることがわかった。
【考察および結論】天然歯 とインプラン トを連結
すると,天 然歯同士の連結に比較 して,天 然歯へ
の機能圧分布が減少す ること,連 結部にPOMを
設定す ることで機能圧が天然歯に分散 されること
が示 された。
　 3)三 次元有限要素法による歯科用インプラン
　　　 トの生体力学的研究
　　　一インプラントと天然歯の連結条件の検討一
　　　　　 〇渡辺 聡1,山森 徹雄1,2,清野 和夫1,2
(奥羽大・大学院・口腔機能1,奥 羽大・歯・歯科補綴2)
【目　 的】インプラントを天然歯 と連結す ることは,
生存率や骨吸収の点ではインプラン ト問を連結 し
た場合 と差異はないものの,天 然歯の沈下による
トラブルが課題 となっている。 この天然歯の沈下
は,イ ンプラントとの被圧変位量の差に起因 した
歯周組織の廃用性萎縮によるものと考えた。そこ
で,天 然歯の歯周組織 に生理的刺激を付与し廃用
性萎縮を生 じさせないためのインプラントと天然
歯の連結条件を,三 次元有限要素法解析により検
討した。
【方　法】下顎第一大臼歯欠損の第二小 臼歯,第
二大臼歯支台 ブリッジのモデルA.第一,第 二大
臼歯欠損の第二大臼歯相当部にインプラン トを埋
入 し第二小臼歯 と連結 したブ リッジのモデルB.
モデルBのポンテ ィック部近心側1mmをPOMと
したモデルC.ポンテ ィック部遠心側1mmを
POMとしたモデルDを設定 した。 インフ゜ ラン ト
と周囲骨間 にGAP要素 を設定,歯 根膜 に直交異
方性弾性材料 と設定 して被圧変位量を再現 した。
顎骨部前後 を完全拘束 し,各咬合面中央部に咬合
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